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教育基本法 第２条との関連
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

❶ 第１号「幅広い知識と教養を身
に付け、真理を求める態度を養
い、豊かな情操と道徳心を培う
とともに、健やかな身体を養う
こと。」について配慮されてい
るか。

㋐幅広い知識と教養が身につくように、学習内容と関連したさまざまな資料を掲載している。
㋑各学年の巻頭で、自然について詳しく調べ、本質を追究し、さらなる解明を求めていく探究の大切さ

を示すとともに、実際の学習場面で生徒が主体的に探究を進めていく過程を丁寧に示し、生徒の真理
を求める態度を養えるようになっている。

㋒生物と直接関わる活動や、生徒が身近な自然にふれる場面を設定し、豊かな情操や健やかな身体が育
成できるようになっている。

㋐１年 p.69（どのような生物か？）、p.261( コンピュータの
描く世界「3DCG」)、２年 p.77（宮沢賢治と元素の色）、p.115

（ヒトの器官系）、３年 p.263（知床の生態系）など
㋑各学年の巻頭など、全体的に表現
㋒１年 p.13（身近な生物の観察）、p.55( 無脊椎動物の観察 )、

２年 p.152-155（気象観測）３年 p.123（太陽の１日の動き）、
p.266（環境調査）など

❷ 第２号「個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培
い、自主及び自律の精神を養う
とともに 職業及び生活との関
連を重視し、勤労を重んずる態
度を養うこと。」について配慮
されているか。

㋐生徒一人一人が、自分の考えをもつ場面や、考えを発表したり交流したりする場面を数多く設定し、
個人の価値を尊重してその能力を伸ばし、創造性を培うように配慮されている。

㋑理科の学習内容について、日常で見られる具体的な事象・現象と関連づけながら捉えられるように配
慮されている。

㋒さまざまな職業やスポーツなどを理科の学習内容と関連づけながら扱うことで、将来について実感を
伴った見通しがもてるように配慮されている。

㋐１年 p.43（疑問を見つける）、p.222（疑問を見つける）、
２年 p.31（仮説を立てる）、p.117（計画を立てる）、３年 p.49

（振り返り）、p.268（考察と結論の発表）など
㋑１年 p.212（コンサートの照明）、２年 p.30（カルメ焼き）、

p.161（結露）、３年 p.106（渋柿と甘い柿）など
㋒１年 p.242（テニス）、２年 p.54（製鉄）、p.194（気象予報

官）、３年 p.98-99（遺伝子研究）など
❸ 第３号「正義と責任、男女の平

等、自他の敬愛と協力を重んず
るとともに、公共の精神に基づ
き、主体的に社会の形成に参画
し、その発展に寄与する態度を
養うこと。」について配慮され
ているか。

㋐仮説や計画、考察などの学習場面で生徒どうしが考えを伝え合う姿や、観察や実験を協力して行う姿
を表現し、日頃から自他の敬愛と協力を重んずる態度を養えるようになっている。

㋑「理科室のきまりと応急処置」において、先生の話を聞いたり、協力して後片づけしたりするなど、
自他の敬愛と協力を重んじる態度が養われるように配慮されている。

㋒生徒の発言内容や観察・実験における役割などは、男性も女性も同じように表現し、男女の平等に配
慮されている。

㋐１年 p.13（協力して観察する）、p.75（仮説を伝え合う）、
２年 p.117（計画を伝え合う）、p.244（協力して実験する）、
３年 p.44-45（疑問に思ったことを伝え合う）、p.156-157（協
力して探究し振り返る）など全体的に配慮

㋑各学年の p.2-3 に「理科室のきまりと応急処置」を配置
㋒全体的に配慮

❹ 第４号「生命を尊び、自然を大
切にし、環境の保全に寄与する
態度を養うこと。」について配
慮されているか。

㋐地域に見られる自然の景観、郷土の美しい自然の姿などに目を向けられるよう、地域の特徴を表す多
くの写真が掲載されている。

㋑エネルギーや資源の有効活用など、日常生活と社会との関わりや環境の保全について捉えられるよう
に配慮されている。

㋒第３学年に、自然界における生物相互の関係やつりあい、自然がもたらす恵みと災害などについて学
習する単元「自然環境や科学技術と私たちの未来」を設定し、３年間の理科の学習を関連づけながら、
生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うことができるように配慮されている。

㋐１年 p.140-141（地形・地層・岩石）、 p.230（虹）、２年
p.78-79（イロハモミジ）、p.160（雲海）、３年 p.4-5（湖）、
p.273（水辺や里山の環境）など

㋑１年 p.196（地熱発電）、２年 p.200（風力発電）３年 p.243
（太陽の光エネルギーの移り変わり）など

㋒３年 p.250-305（自然環境や科学技術と私たちの未来）

❺ 第５号「伝統と文化を尊重し、
それらをはぐくんできた我が国
と郷土を愛するとともに、他国
を尊重し、 国際社会の平和と発
展に寄与する態度を養うこと。」
について配慮されているか。

㋐日本の伝統文化を積極的に取り上げ、自然と文化の密接な関わりを扱うことで、我が国や郷土を愛す
る態度を養えるように配慮されている。

㋑郷土の自然を調べる活動を多く取り上げ、身近な自然を理解することを通して、地域を愛する態度を
養えるように配慮されている。

㋒我が国のみならず、科学技術の発展に寄与したさまざまな科学者を取り上げたり、国際的に生じてい
る問題について積極的に取り上げたりすることで、他国を尊重したり、国際社会の平和や発展に寄与
したりする態度を養えるように配慮している。

㋐１年 p.119（打ち水）、２年 p.6-7（花火）、３年 p.190（祭
りの山車）など

㋑１年 p.13（身近な生物の観察）、p.140-143( 身近な地形の
観察 )、２年 p.152-155（気象観測）、３年 p.266（環境調査）、
p.275-278（地域の自然災害）など

㋒１年 p.41（リンネ）、p.167（世界の火山）、２年 p.201（水
資源）、p.251（本多光太郎）など
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学習指導要領「理科の目標」との関連
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

❻ 「自然の事物・現象に関わり」
について配慮されているか。

㋐導入では、生徒が実際に調べてみたくなる魅力ある事象や、二つの異なる事象を効果的に提示し、生
徒が自然に対して関心や調べる意欲をもてるように工夫されている。

㋑活動「やってみよう」を適宜設定することで、生徒が主体的に疑問を見つけ、課題を決められるよう
に配慮されている。

㋐１年 p.164（火山の形）、２年 p.58（化学変化の前後の質量）、
３年 p.204（一定の力がかかっているときの運動）など

㋑１年 p.208（光のリレー）、２年 p.64（銅の酸化と質量変化）、
３年 p.133（各季節の星座）など

❼ 「理科の見方・考え方を働かせ」
について配慮されているか。

㋐生徒キャラクターのイラストで見方・考え方をはたらかせる生徒の姿を示し、理科の学習の中で、生
徒が見方・考え方をはたらかせる際の参考となるように配慮されている。

㋑生徒がはたらかせる見方については、量的・関係的な視点、質的・実体的な視点、共通性・多様性の
視点、時間的・空間的な視点などを、それぞれの領域で適切に取り上げて表現している。

㋒生徒がはたらかせる考え方については、比較、関係づけ、因果関係などを、探究の過程の中で適切に
用いて表現している。

㋐全体的に配慮
㋑１年 p.23（共通性と多様性の視点）、p.251（量的・関係的

な視点）、２年 p.65（質的・実体的な視点）、３年 p.156（時
間的・空間的な視点）など

㋒１年 p.181（関係づけ）、２年 p.170（因果関係）、３年 p.15
（比較）など

❽ 「見通しをもって観察、実験を
行うこと」について配慮されて
いるか。

㋐各学年の巻頭に、「探究の進め方」をわかりやすく表現するとともに、単元内の紙面にも同じ表現を
使用し、「疑問を見つける」「課題を決める」「仮説を立てる」「計画を立てる」「観察する・実験する」
「考察する」「結論を示す」の順で展開することで、生徒が見通しをもって学習を進められるように配
慮されている。

㋑「仮説を立てる」で課題に対する仮説を話し合う生徒の姿を表現したり、「計画を立てる」で観察・
実験の方法を話し合い、結果を予想する生徒の姿を表現したりして、見通しをもつことの意義が生徒
にわかるように工夫されている。

㋒生徒の仮説や計画に基づいた観察・実験などを設定し、生徒が見通しをもって観察・実験などに取り
組めるように配慮されている。

㋐各学年の巻頭「探究の進め方」、１年 p.222-226（凸レンズ
による像）、２年 p.161-164（結露）、３年 p.45-49（金属の
イオンへのなりやすさ）など全体的に配慮

㋑１年 p.75（物質の見分け方）、２年 p.116-117（唾液のはた
らき）、p.222（回路の中の電圧）、３年 p.204-205（物体の
運動）など全体的に配慮

㋒１年 p.223（凸レンズの像）、２年 p.65（銅粉と結びつく
酸素の質量）、３年 p.154（金星の位置や見え方）など全
体的に配慮

❾ 目標（1）「自然の事物・現象
についての理解を深め、科学的
に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本的な技能
を身に付けるようにする。」に
ついて配慮されているか。

㋐学習を通して、習得すべき基礎的・基本的な知識については、「結論を示す（結論）」マークを付して
明確に示し、生徒が習得できるようになっている。

㋑各単元末に、「要点と重要用語の整理」や「基本問題」、「活用問題」を設け、基礎的・基本的な知識
や技能を生徒が確実に習得できるように配慮されている。

㋒器具の使い方などを示した「基礎技能」を設けるとともに、観察・実験においては、目的に応じた器
具や機器などを扱い、必要な基礎的・基本的な技能を生徒が習得できるようになっている。

㋓各学年の巻頭に、「レポートの書き方」を設け、学習を通して、探究の過程や、観察・実験で得られ
た結果を的確に記録できるように工夫されている。

㋐全単元で表現
㋑各単元末に「要点と重要用語の整理」「基本問題」「活用問

題」を配置
㋒１年 p.77（ガスバーナー）、p.116（温度計）、２年 p.82（顕

微鏡）、p.214（電圧計）、３年 p.119（星座早見）、p.201（記
録タイマー）など

㋓各学年の p.1 に「レポートの書き方」を配置

� 目標 (2)「観察、実験などを行
い、科学的に探究する力を養
う。」について配慮されている
か。

㋐思考力、判断力、表現力等の育成のため、第１学年では、自然の事物・現象に進んで関わり、それら
の中から問題を見いだす活動、第２学年では解決する方法を立案し、その結果を分析して解釈する活
動、第３学年では、探究の過程を振り返る活動などに重点が置かれ、３年間を通じて科学的に探究す
る力の育成を図ることができるように配慮されている。

㋑各単元に１～２箇所ずつ位置づけられた「疑問から探究してみよう」により、科学的に探究する力を
重点的に育成できるように配慮されている。

㋐１年 p.74（比較して疑問を見つける）、p.165（関係に着目
して課題を決める）、２年 p.162（既習事項をもとに仮説・
計画を立てる）、p.224（実験結果の分析と解釈）、３年 p.49

（探究の過程の振り返り）、p.156（モデルの振り返り）な
ど

㋑１年 p.74-81（物質の見分け方）、２年 p.116-121（唾液の
はたらき）、３年 p.265-268（環境調査）など各単元に１～
２箇所を設定

� 目標 (3)「自然の事物・現象に
進んで関わり、科学的に探究し
ようとする態度を養う。」につ
いて配慮されているか。

㋐観察・実験によって得られた結果をもとに、「考察する」や「実験○から・観察○から」で結果をも
とにした考察を示唆したり、予想と結果の一致・不一致を考える生徒の姿を表現したりして、生徒が
科学的に課題を解決できるように配慮されている。

㋑観察・実験によって得られた結果が、自分の予想と一致しなかった場合も取り上げ、生徒が自分の考
えや調べ方を確認したり見直したりすることの大切さを実感できるように工夫されている。

㋐２年 p.69（銅粉と結びつく酸素の質量）、３年 p.208（力
がはたらき続けるときの運動）など

㋑２年 p.10（酸化銀の熱分解）、p.224（回路中の電圧）、３
年 p.156（金星の見え方を再現するモデル）など
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学習指導要領「指導計画の作成と内容の取扱い」との関連
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� 「(1) 主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善：主
体的な学び」について配慮され
ているか。

㋐「疑問を見つける」の場面では、生徒キャラクターのイラストを使って、生活体験や自然の事物・現
象から疑問を見いだす場面が表現されており、生徒が主体的に学習を進められるように配慮されてい
る。

㋑課題や仮説の設定、観察・実験の計画の立案、結果の処理、考察などの各場面に適宜「考えよう」が
設定されており、最初に、生徒一人一人が考えをもつことの重要性について配慮されている。

㋐１年 p.43（骨のつくり）、２年 p.42（酸化）、p.161（結露）、
３年 p.191（合力）など

㋑２年 p.49（課題の設定）、p.227（計画の立案）、３年 p.44（考
察）など

� 「(1) 主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善：対
話的な学び」について配慮され
ているか。

㋐生徒キャラクターのイラストを使って、探究の過程ごとに、意見交換したり、科学的な根拠に基づい
て議論したりして、自分の考えをより妥当なものにする場面が表現されており、生徒が対話的に学び
合って学習を進められるように配慮されている。

㋑課題や仮説の設定、観察・実験の計画の立案、結果の処理、考察などの各場面に適宜「話し合おう」
が設定されており、生徒一人一人が自分の考えをもとに、話し合いをすることについて配慮されてい
る。

㋐１年 p.17（課題を決める際の話し合い）、２年 p.243（仮
説や計画を立てる際の話し合い）、３年 p.54（考察の際の
話し合い）など

㋑１年 p.10（課題の設定の場面）、２年 p.162（仮説や計画
を立てる場面）、３年 p.208（考察の場面）など

� 「(1) 主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善：深
い学び」について配慮されてい
るか。

㋐生徒キャラクターのイラストで理科の見方・考え方をはたらかせる生徒の姿を示すなど、理科の見方・
考え方をはたらかせながら探究の過程を通して学ぶことを促す工夫がされており、生徒が、育成を目
ざす資質・能力を獲得できるように配慮されている。

㋑「学習前の私」「学習後の私」で、日常を関連づけながら、生徒自身の科学的な概念の変容を認識さ
せる場面を設けたり、「活用しよう」で、学習したことを活用して科学的な問題や日常の疑問につい
て考える場面を設けたりすることで、さまざまな知識をつなげて、科学的な概念をより深め、理科の
見方・考え方を、次の学習や日常生活における課題の発見や解決の場面ではたらかせることができる
ように配慮されている。

㋐１年 p.34（共通性・多様性の視点）、p.102（質的・実体的
な視点）、２年 p.227（量的・関係的な視点）、３年 p.134（時
間的・空間的な視点）など

㋑１年 p.232（学習前の私）、p.241（学習後の私）、p.237（活
用しよう）、２年 p.114（学習前の私）、p.141（学習後の私）、
p.165（活用しよう）、３年 p.242（活用しよう）、p.252（学
習前の私）、p.263（学習後の私）など「学習前の私」「学
習後の私」を全ての章に設定し、「活用しよう」は適宜設
定

� 「(2) 学校の実態に応じた効果
的な指導計画の作成」について
配慮されているか。

㋐各学年において、年間を通じて、各分野に同程度の授業時数が配当されるように配慮されている。
㋑各分野間や各項目間の関連を十分考慮した構成となるように配慮されている。
㋒小学校や高等学校の学習内容との関連に留意し、内容の理解や科学的な概念の形成、自然の事物・現

象を科学的に探究する力や態度の育成がなされるように配慮されている。
㋓学校の実態に応じ、生徒が主体的に学習を行えるような配慮や、生徒の個人差に対応できるような配

慮がなされている。
㋔内容が過度に高度で抽象的なものにならないように配慮されている。

㋐全体的に配慮（別表１「年間学習指導計画案」を参照）
㋑㋒全体的に配慮（別表２「小・中内容関連表」を参照）
㋓㋔全体的に配慮

� 「(3) 十分な観察、実験の時間
や探究する時間の設定」につい
て配慮されているか。

㋐適切な時期の観察、実験や継続的な野外観察を行えるように配慮されている。
㋑十分な結果が得られなかった観察、実験については、振り返りが大切であることを示唆することで、

やり直しができるように配慮されている。
㋒検証方法を討論し、考えを深め合う学習場面や結果をもとに考察を行い、レポートの作成、発表、討
論など知識及び技能を活用する学習場面などが豊富に設けられており、探究のための時間の確保と活
動の充実が図れるように配慮した構成となっている。

㋓観察、実験の際に、結果を整理し、データを図、表、グラフなどの多様な形式で表したり、結果につ
いて考察したりできるような紙面の工夫がなされている。

㋐２年 p.4、３年 p.118 で気象や天体の継続観察を示唆する
など全体的に配慮

㋑各学年の巻頭⑤の「探究の進め方」の中で、振り返りやや
り直しが必要なことを示唆

㋒１年 p.75（検証方法の討論）、p.154（私のレポート）、２
年 p.109（発表場面）、p.170（考察の討論）、３年 p.208（考
察の討論）、p.268（発表場面）など

㋓１年 p.153（表）、２年 p.67（表と方眼紙）、３年 p.227（表
と方眼紙）など観察・実験の場面に適宜掲載

� 「(4) 日常生活や他教科等との
関連」について配慮されている
か。

㋐単元の学習や科学読み物「ハローサイエンス」の中で、理科で学習する原理や規則性などが日常生活
や社会で活用されていることにふれ、私たちの生活において極めて重要な役割を果たしていることに
気づかせるように配慮されている。

㋑各教科の学習の内容や系統性に留意したうえで、他教科等との関連を図った指導ができるように配慮
されている。

㋐１年 p.219（光ファイバー）、２年 p.11（オキシドール）、
３年 p.294（さまざまな新素材）など

㋑１年 p.106（テープ図）、２年 p.231（抵抗の表記と英語）、
３年 p.281（他教科連携）など

� 「(5) 障害のある生徒への指導」
について配慮されているか。

㋐文字のフォントや大きさの適切な設定、紙面レイアウトの工夫、読み仮名の付け方の工夫など、個々
の生徒による文字の見えにくさや心理的な不安定を解消する工夫がなされており、学習活動を行う場
合に生じる困難さに対応できるように配慮されている。

㋑実験の操作手順を具体的に明示したり、扱いやすい実験器具を用いて行ったりできるように配慮され
ている。

㋒生徒が行う本実験と、主に教師が行う参考実験が区別して表現されている。

㋐ UD フォントや大きいサイズの文字の使用、縦方向に読
み進められるレイアウト、中学で学習する漢字に見開き初
出で付けられた読み仮名などにより全体的に配慮

㋑全体的に配慮
㋒１年 p.96（アンモニアの噴水）、２年 p.179（前線面と前線）、

３年 p.210（鉛直落下運動）など主に教師が行う実験は「参
考」として掲載

� 「(6) 道徳科などとの関連」に
ついて配慮されているか。

㋐生物や地質の観察、気象や天体の観測など、直接自然にはたらきかける活動を通して、自然を愛する
心情を育み、生命を尊重する態度が養われるようにするとともに、自然環境の保全に寄与する態度の
育成につながるように配慮されている。

㋑探究的な学びを通して、自然の事物・現象から見いだした問題を主体的に追究し、自然の真理を探究
する態度を養うことにより、道徳的判断力や真理を大切にしようとする態度の育成が図れるように配
慮されている。

㋒グループでの話し合い場面など、互いに考えを伝え合う活動を多く取り入れ、考えを相互に理解し認
め合う態度が養われるように配慮されている。

㋓観察・実験では、仲間と協働して調べる方法を多く扱い、集団が協力してともに学ぶ態度が養われる
ように配慮されている。

㋔日本の伝統・文化に関わる活動の紹介や自然環境の保全に関する読み物の充実により、理科で扱った
内容や教材を、道徳科に活用することが可能なように配慮されている。

㋐番号❶の㋒を参照
㋑番号❶の㋑を参照、番号❽の㋐を参照、全体的に配慮
㋒番号�の㋐㋑を参照、全体的に配慮
㋓番号❸の㋐を参照
㋔番号❺の㋐を参照
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1
骨のつくりに着目すると1節

　学校周辺の野原や校庭などで見られる動物は、自ら動くという点で共通している
が、その形はさまざまだった。動物を分類するために、動物の体のつくりに着目し、
骨のつくりから順に観察していこう。

　小学校では、ヒトの体の中には骨と筋肉があることを学習した。
左の写真の骨格標本のようにキリンやゾウなど、他の動物の体の

中にも骨があり、骨を筋肉で動かすことで、自ら動くことができる。

どの動物も、
体の中に骨が
あるのかな？

❶�動物の体を支え、筋肉がついて運動の支柱になる骨組みを骨格とよぶ。

背骨

疑問疑問

骨格の観察
❶

ヒトと魚とエビでは、骨格にどのような共通点と相違点が
あるのだろうか。

やってみよう 身近な生物の骨格を調べて、ヒトの骨格と比べてみよう

方法

解剖した煮干しや
干しエビを食べて
はいけない。

注意

はさみで手を切らないように十分注意する。
注意

準備

煮干しと干しエビを湯に浸
ひた

してしばらく置いておく。1

煮干しと干しエビを解
かい

剖
ぼう

し、柔
やわ

らかくなった部分（筋肉）を取り
除き、骨を見つける。

2

解剖した結果をヒトの骨格標本と比
ひ

較
かく

し、共通点と相違点を見つける。
3

ヒトの骨格標本　 煮
に

干
ぼ

し（イワシなど）　 干しエビ
約40℃の湯　 ペトリ皿　 はさみ

課題課題

43

10

5

▼番号�の㋐　１年 p.43( 骨のつくり )
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と
分
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1

話し話し
合おう合おう

前のページにあげた生物を、その特徴で分類するとき、
どのような観点や基準を設定できるかを話し合おう。

「動き」を観点にして、
「自ら動く」と
「自ら動かない」という
基準で分類できそうだね。

「色」を観点にすると、タンポポは
花と葉で色がちがっていたり、
ネコは同じ種類でも体の色が
異なったりするから、うまく基準が
設定できそうにないね。

　観点を設定するときには、生物を二つや三つのまとまりに分けられる特徴を選ぶ
とよい。そのまとまりが基準となる。例えば、「動き」を観点に設定した場合、「自
ら動く」と「自ら動かない」の二つに分けられ、この二つが基準となる。しかし、
「色」を観点に設定すると、体の部分や季節によって色が異なる生物がいるため、「花
びらの色」のように部位を絞

しぼ

り込
こ

んで観点に設定するなどの工夫が必要になる。
　このように、観点や基準を設定してみて、うまく分類できないときには、設定し
た観点や基準を見直すようにする。

設定した観点や基準で、なかま分けする生物を明確に分類できるか、
また、全ての生物について分類できるか、といったことに気をつけながら考えましょう。

身近な生物について、
どのように観点や基準を決めれば分類できるかを考えよう。を立てる

を立てる
計画計画

を立てる
を立てる
仮説仮説

身近な生物は、どのように観点や基準を決めることで
分類できるのだろうか。を決める

を決める
課題課題

「生息場所」を観点に設定する場合は、
「陸上」と「水中」という大まかな
基準でもいいし、もっと細かい基準を
設けてもよさそうだね。

まずは、「動き」を観点に設定して、
いろいろな生物を「自ら動く」と
「自ら動かない」で分類したら
よいと思う。

10

5

17

▼番号�の㋐　１年 p.17( 課題を決めるときの話し合い )

探
究
し
て
み
よ
う

表2 から、台車にはたらく斜面に平行な力の大きさは、斜面の角度が同じ
場合、台車が斜面のどこにあっても同じである。斜面の角度が大きくなるほど、台車に
はたらく斜面に平行な力の大きさは大きくなる。
　また、 図10 から、斜面を下る台車の速さは、時間の経過とともに増していくことが
わかる。そして、斜面の角度が大きくなるほど、台車の速さの増し方は大きくなるとい
える。これらのことから、台車にはたらく斜面に平行な力の大きさが大きくなるほど、
台車の速さの増し方が大きくなるといえる。

実験3から 

▲

斜面の角度〔°〕 ５ 10

斜面に平行な力の
大きさ（１回目）〔Ｎ〕 0.7 1.6

斜面に平行な力の
大きさ（２回目）〔Ｎ〕 0.6 1.5

斜
しゃ

面
めん

上の物体にかかる力表2

時間〔ｓ〕

速
さ 

〔cm/s〕

10°のとき10°のとき

５°のとき５°のとき

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

100

80

60

40

20

0

（c）時間と速さとの関係（a）斜面の角度が５°のときの運動 （b）斜面の角度が10°のときの運動

0.1
秒
間
の
移
動
距
離

0.1
秒
間
の
移
動
距
離

時間 時間0 0
0 0

（ｃ）のグラフでは、求めた速さは各区間の平均の速さなので、その中間の時間に点を記入する。
（50 Hzの地域）実験３の結果の例図10

実験３の結果から、自分の仮説について、どのようなことがいえるかを考えよう。話し話し
合おう合おう

予想どおり、
斜面に平行な力が
大きいほど台車は
急激に速くなるね。

斜面に平行な力が
かかっているとき、
台車の速さは
どんどん速くなるね。

　　　 の（a）、（b）は、打点が重なり合う部分の
記録用テープを使用していないので、
厳密には、動き出した直後の結果ではありません。
図10 の（c）のグラフに引く線が原点を

通らないのはそのためです。

図10

208

5

▼番号�の㋑　３年 p.208( 考察の場面 )

基
き

礎
そ

技能

1
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　電
流
と
電
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単
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4

電熱線

スイッチ

電源装置電流計Ａ 電圧計V

電源スイッチ

表示灯

直流端子 交流端子

交直切り替
か

えスイッチ

電圧調整つまみ

電流計は、回路の測定したい部分につなぎ、
電圧計は、回路の測定したい部分の両端に
つなぐんだったね。右の回路図の空いている
部分を完成させるには……。

　また、回路の電圧と電流の大きさの間に成り立つ規則性を詳
くわ

しく調べるためには、電
池のかわりに電圧を自由に変えることができる電源装置を使って調べるとよい。

電源の電圧を少しずつ変えて、
抵抗に流れる電流の大きさを
測定すればいいと思う。

仮説どおりなら、
電圧の大きさを２倍、
３倍に増やしたとき、
電流の大きさも２倍、３倍と
増えるはずだね。

●  交直切り替
か

えスイッチがある場合は直流側に入れる。

電源装置の使い方

電圧調整つまみを０
ゼロ

に合わせ、電源スイッチが切れてい
ることを確かめてから電源コードをコンセントにつなぐ。

1

端
たん

子
し

の＋
プラス

、－
マイナス

をまちがえないようにつなぎ、回路のつな
ぎ方を確かめてから電源スイッチを入れ、電圧調整つま
みを回して電圧を加える。

2

実験が終わったら、電圧調整つまみを０にしてから電源
スイッチを切り、電源コードを外す。

3

考えよう考えよう
抵抗の両端に加わる電圧と電流の関係を調べるには、電流計と電圧計の両方をつ
なぐ必要がある。そのつなぎ方を考え、回路図に表そう。

227
電源装置の

使い方
当社二次元
コード入る

▼番号�の㋑　２年 p.227( 計画の立案 )

4



学習指導要領「指導計画の作成と内容の取扱い」との関連
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� 「(1) 主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善：主
体的な学び」について配慮され
ているか。

㋐「疑問を見つける」の場面では、生徒キャラクターのイラストを使って、生活体験や自然の事物・現
象から疑問を見いだす場面が表現されており、生徒が主体的に学習を進められるように配慮されてい
る。

㋑課題や仮説の設定、観察・実験の計画の立案、結果の処理、考察などの各場面に適宜「考えよう」が
設定されており、最初に、生徒一人一人が考えをもつことの重要性について配慮されている。

㋐１年 p.43（骨のつくり）、２年 p.42（酸化）、p.161（結露）、
３年 p.191（合力）など

㋑２年 p.49（課題の設定）、p.227（計画の立案）、３年 p.44（考
察）など

� 「(1) 主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善：対
話的な学び」について配慮され
ているか。

㋐生徒キャラクターのイラストを使って、探究の過程ごとに、意見交換したり、科学的な根拠に基づい
て議論したりして、自分の考えをより妥当なものにする場面が表現されており、生徒が対話的に学び
合って学習を進められるように配慮されている。

㋑課題や仮説の設定、観察・実験の計画の立案、結果の処理、考察などの各場面に適宜「話し合おう」
が設定されており、生徒一人一人が自分の考えをもとに、話し合いをすることについて配慮されてい
る。

㋐１年 p.17（課題を決める際の話し合い）、２年 p.243（仮
説や計画を立てる際の話し合い）、３年 p.54（考察の際の
話し合い）など

㋑１年 p.10（課題の設定の場面）、２年 p.162（仮説や計画
を立てる場面）、３年 p.208（考察の場面）など

� 「(1) 主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善：深
い学び」について配慮されてい
るか。

㋐生徒キャラクターのイラストで理科の見方・考え方をはたらかせる生徒の姿を示すなど、理科の見方・
考え方をはたらかせながら探究の過程を通して学ぶことを促す工夫がされており、生徒が、育成を目
ざす資質・能力を獲得できるように配慮されている。

㋑「学習前の私」「学習後の私」で、日常を関連づけながら、生徒自身の科学的な概念の変容を認識さ
せる場面を設けたり、「活用しよう」で、学習したことを活用して科学的な問題や日常の疑問につい
て考える場面を設けたりすることで、さまざまな知識をつなげて、科学的な概念をより深め、理科の
見方・考え方を、次の学習や日常生活における課題の発見や解決の場面ではたらかせることができる
ように配慮されている。

㋐１年 p.34（共通性・多様性の視点）、p.102（質的・実体的
な視点）、２年 p.227（量的・関係的な視点）、３年 p.134（時
間的・空間的な視点）など

㋑１年 p.232（学習前の私）、p.241（学習後の私）、p.237（活
用しよう）、２年 p.114（学習前の私）、p.141（学習後の私）、
p.165（活用しよう）、３年 p.242（活用しよう）、p.252（学
習前の私）、p.263（学習後の私）など「学習前の私」「学
習後の私」を全ての章に設定し、「活用しよう」は適宜設
定

� 「(2) 学校の実態に応じた効果
的な指導計画の作成」について
配慮されているか。

㋐各学年において、年間を通じて、各分野に同程度の授業時数が配当されるように配慮されている。
㋑各分野間や各項目間の関連を十分考慮した構成となるように配慮されている。
㋒小学校や高等学校の学習内容との関連に留意し、内容の理解や科学的な概念の形成、自然の事物・現

象を科学的に探究する力や態度の育成がなされるように配慮されている。
㋓学校の実態に応じ、生徒が主体的に学習を行えるような配慮や、生徒の個人差に対応できるような配

慮がなされている。
㋔内容が過度に高度で抽象的なものにならないように配慮されている。

㋐全体的に配慮（別表１「年間学習指導計画案」を参照）
㋑㋒全体的に配慮（別表２「小・中内容関連表」を参照）
㋓㋔全体的に配慮

� 「(3) 十分な観察、実験の時間
や探究する時間の設定」につい
て配慮されているか。

㋐適切な時期の観察、実験や継続的な野外観察を行えるように配慮されている。
㋑十分な結果が得られなかった観察、実験については、振り返りが大切であることを示唆することで、

やり直しができるように配慮されている。
㋒検証方法を討論し、考えを深め合う学習場面や結果をもとに考察を行い、レポートの作成、発表、討
論など知識及び技能を活用する学習場面などが豊富に設けられており、探究のための時間の確保と活
動の充実が図れるように配慮した構成となっている。

㋓観察、実験の際に、結果を整理し、データを図、表、グラフなどの多様な形式で表したり、結果につ
いて考察したりできるような紙面の工夫がなされている。

㋐２年 p.4、３年 p.118 で気象や天体の継続観察を示唆する
など全体的に配慮

㋑各学年の巻頭⑤の「探究の進め方」の中で、振り返りやや
り直しが必要なことを示唆

㋒１年 p.75（検証方法の討論）、p.154（私のレポート）、２
年 p.109（発表場面）、p.170（考察の討論）、３年 p.208（考
察の討論）、p.268（発表場面）など

㋓１年 p.153（表）、２年 p.67（表と方眼紙）、３年 p.227（表
と方眼紙）など観察・実験の場面に適宜掲載

� 「(4) 日常生活や他教科等との
関連」について配慮されている
か。

㋐単元の学習や科学読み物「ハローサイエンス」の中で、理科で学習する原理や規則性などが日常生活
や社会で活用されていることにふれ、私たちの生活において極めて重要な役割を果たしていることに
気づかせるように配慮されている。

㋑各教科の学習の内容や系統性に留意したうえで、他教科等との関連を図った指導ができるように配慮
されている。

㋐１年 p.219（光ファイバー）、２年 p.11（オキシドール）、
３年 p.294（さまざまな新素材）など

㋑１年 p.106（テープ図）、２年 p.231（抵抗の表記と英語）、
３年 p.281（他教科連携）など

� 「(5) 障害のある生徒への指導」
について配慮されているか。

㋐文字のフォントや大きさの適切な設定、紙面レイアウトの工夫、読み仮名の付け方の工夫など、個々
の生徒による文字の見えにくさや心理的な不安定を解消する工夫がなされており、学習活動を行う場
合に生じる困難さに対応できるように配慮されている。

㋑実験の操作手順を具体的に明示したり、扱いやすい実験器具を用いて行ったりできるように配慮され
ている。

㋒生徒が行う本実験と、主に教師が行う参考実験が区別して表現されている。

㋐ UD フォントや大きいサイズの文字の使用、縦方向に読
み進められるレイアウト、中学で学習する漢字に見開き初
出で付けられた読み仮名などにより全体的に配慮

㋑全体的に配慮
㋒１年 p.96（アンモニアの噴水）、２年 p.179（前線面と前線）、

３年 p.210（鉛直落下運動）など主に教師が行う実験は「参
考」として掲載

� 「(6) 道徳科などとの関連」に
ついて配慮されているか。

㋐生物や地質の観察、気象や天体の観測など、直接自然にはたらきかける活動を通して、自然を愛する
心情を育み、生命を尊重する態度が養われるようにするとともに、自然環境の保全に寄与する態度の
育成につながるように配慮されている。

㋑探究的な学びを通して、自然の事物・現象から見いだした問題を主体的に追究し、自然の真理を探究
する態度を養うことにより、道徳的判断力や真理を大切にしようとする態度の育成が図れるように配
慮されている。

㋒グループでの話し合い場面など、互いに考えを伝え合う活動を多く取り入れ、考えを相互に理解し認
め合う態度が養われるように配慮されている。

㋓観察・実験では、仲間と協働して調べる方法を多く扱い、集団が協力してともに学ぶ態度が養われる
ように配慮されている。

㋔日本の伝統・文化に関わる活動の紹介や自然環境の保全に関する読み物の充実により、理科で扱った
内容や教材を、道徳科に活用することが可能なように配慮されている。

㋐番号❶の㋒を参照
㋑番号❶の㋑を参照、番号❽の㋐を参照、全体的に配慮
㋒番号�の㋐㋑を参照、全体的に配慮
㋓番号❸の㋐を参照
㋔番号❺の㋐を参照

どのようなはたらきをするのだろうか。
　一つの物体にはたらく二つの力は、同じはたらきをす
る一つの力におきかえることができる 図14 。二つの力
と同じはたらきをする一つの力を求めることを力

ちから

の合
ごう

成
せい

といい、合成した力をもとの二つの力の合
ごう

力
りょく

という。

　 図15 のように、同じ輪ゴムを同じ長さだけ引き伸
の

ばしたとき、（a）の力F1、F2を合成した力のはたらき
は、（b）の力F3のはたらきと同じである。このことか
ら、力F3は、力F1、F2の合力であるといえる。

みんなの力を合わせると2節

山
だ

車
し

が登場する埼玉県の祭りの例（左上：川
かわ

越
ごえ

市、左下：秩
ちち

父
ぶ

市、右：本
ほん

庄
じょう

市）図13

同じはたらきをする力図14

同じ向きにはたらく二つの力図15

一直線上ではたらく二つの力の合力は、もとの二つの力と
どのような関係があるのだろうか。

　 図13 では、山車を多くの人が同時におしたり引いたりして動かしている。この
ように、一つの物体にいくつかの力が同時にはたらくとき、それらを合わせた力は

力を表す記号には、英語のForceの頭文字Ｆがよく使われる。

言葉言葉

F2 ＝0.7 Ｎ

F1 ＝0.2 Ｎ

F3 ＝0.9 Ｎ

（a）

（b）

疑問疑問

課題課題

190

5
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▼番号�の㋔　３年 p.190( 祭りの山車 )
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学習指導要領「内容の取扱いについての配慮事項」との関連
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� (1) 科学的に探究する力や態度
の育成について配慮されている
か。

㋐探究を進める中で、観察・実験・観測・実習が適切に位置づけられており、特に第２分野の内容では
野外観察や継続観測を適切に位置づけるなど、自然の事物・現象への直接的な取り組みを通して、自
然の事物・現象をよりよく理解できるように配慮されている。

㋑見通しをもって観察、実験を行うことに資する「仮説を立てる」「計画を立てる」や、得られたデー
タを分析して解釈し、科学的な根拠を踏まえ、論理的な思考に基づいて適切な判断を行うことに資す
る「考察する」が設けられ、主体的な探究を繰り返す中で、科学的に探究する力や態度の育成や科学
の基本的な概念の獲得が段階的に無理なく行えるよう配慮されている。

㋐番号�の㋐を参照、１年 p.13（身近な生物の観察）、
p.128-129（蒸留の実験）、２年 p.84-85（細胞の観察）、
p.244-245（電力と発熱量の関係を調べる実験）、３年 p.123

（太陽の動きの観測）、p.95（遺伝子の伝わり方を調べる実
習）など探究を進める中で行う観察・実験等を豊富に設定

㋑番号❽の㋐を参照

� (2) 生命の尊重と自然環境の保
全について配慮されているか。

㋐生物のつくりとはたらきの精妙さを認識できる観察・実験を豊富に掲載し、生命に対する畏敬の念や
生命を尊重する態度を培えるように配慮されている。

㋑野外で生物等を採集したり観察したりする際に、できるだけ環境に影響を与えないような配慮がなさ
れている。

㋒遺伝子組み換え技術や DNA 増幅技術による作物の品種改良、医療への活用などについて、継続的な
議論が必要な食物の安全性の確保、生命倫理、個人情報の保護などの今日的な課題も意識しながら取
り上げられるように配慮されている。

㋓科学読み物「ハローサイエンス」などで自然環境の保全に関わる話題を積極的に取り上げ、生徒の自
然環境の保全に対する関心が高まるように配慮されている。

㋔各学年の巻頭において、持続可能な開発目標（SDGs）について紹介し、さらに第３学年の最終単元
として「自然環境や科学技術と私たちの未来」を設定し、身近な自然環境の調査などを通して自然環
境と人間の関わりにより、自然界のつりあいがどのような影響を受けるかを考えさせ、中学３年間の
理科で学んだことを集約する中で、総合的に見たり考えたりする機会をつくることで、自然環境の保
全に実際に寄与する態度を育てることができるように配慮されている。

㋐１年 p.55（無脊椎動物の特徴を調べる活動）、２年 p.118-119
（唾液のはたらきを調べる実験）、３年 p.72-73（細胞分裂
の観察）など

㋑１年 p.13（環境復元の注意）など
㋒３年 p.98-99（遺伝子研究の応用）、p.297（情報化社会）、p.298
（医療や農業への応用）など

㋓１年 p.197（ジオパークと世界自然遺産）、２年 p.200（水
や風の恵み）、３年 p.304（生物濃縮）、など

㋔各学年の巻頭④など、p.250-305( 自然環境や科学技術と私
たちの未来 ) 全体を通して表現

� (3) 言語活動の充実について配
慮されているか。

㋐課題を決め、課題に対する仮説や仮説を確かめるための観察・実験の計画などについて自分の考えを
伝え合う場面や、観察・実験の結果を分析し解釈する場面、科学的な概念を使用して考えたり説明し
たりする場面を重視し、言語活動が充実するように配慮されている。

㋑表やグラフをもとに考えたり説明したりする場面を取り上げ、言語活動の充実により考察を深められ
るように工夫されている。

㋐番号�の㋐㋑を参照、全体的に配慮
㋑１年 p.118（エタノールの沸点）、２年 p.69（銅粉と結び

つく酸素の質量）、３年 p.208（物体の運動）など

� (4) コンピュータや情報通信
ネットワークなどの活用につい
て配慮されているか。

㋐学習に役立つ情報をウェブサイトで見ることのできる「まなびリンク」を設けている（教科書紙面の
二次元コードからもアクセスが可能）。「まなびリンク」コンテンツには、器具の使い方動画、専門家
からのメッセージ動画、Web ずかん、既習内容のシートなどがあり、一人一台端末に対応した個別
最適な学びや児童が学びを深めることができるよう工夫がされている。

㋑計測による定量化を行う実験については、読み取った数値を記録できる表が用意されているほか、「ま
なびリンク」コンテンツとして「グラフシート」が用意されており、コンピュータを使用した観察、
実験のデータ処理やグラフ作成などに対応できるように配慮されている。

㋒情報通信ネットワークを活用した、考えの表現や交流、情報の検索の場面を設定したり、継続した計
測が有効な場面で、数値化や視覚化、シミュレーションなどに対応できるようにしたりするなど、Ｉ
ＣＴ機器を利用した学習の質の向上に配慮されている。

㋓各学年の裏表紙では、タブレットパソコン等を使用する際の注意や使うときのルールが記されている。

㋐各学年の巻頭④、１年 p.77（ガスバーナーの使い方）、p.148
（これまでの学習のおさらい）、２年 p.5（Web ずかん）、
p.214（電圧計の使い方）、３年 p.23（要点をチェック）、p.133

（デジタル星座早見）など多数配置

㋑１年 p.252（ばねの伸びの規則性）、２年 p.67（銅粉と結
びつく酸素の質量）、３年 p.227（位置エネルギーの大きさ）
など

㋒２年 p.109（プレゼンテーションソフトの使用）、３年 p.119
（星座早見のアプリの使用）など

㋓各学年の裏表紙に配置した二次元コード「学習者用端末の
使い方」

� (5) 学習の見通しと振り返りに
ついて配慮されているか。

㋐全体として、探究の進め方に基づいた構成とし、学習の見通しをもてるように配慮されている。
㋑考察したことが、設定した課題および自身の仮説と対応しているかを検証する場面を設け、探究の過
程を振り返ることができるように配慮されている。

㋒学習したことをもとに新たな課題を見いだし、その課題について追究する展開が随所に構成されてお
り、振り返りによる深い学びの実現に配慮されている。

㋐番号❽の㋐㋑㋒を参照
㋑番号�の㋐、番号�の㋐㋑を参照
㋒１年 p.214-226（光の屈折→凸レンズ）、２年 p.98-103（光

合成の行われる場所→光合成に必要な物質）、３年 p.143-
157（月の位置と見え方→金星の位置と見え方）など

� (6) ものづくりの推進について
配慮されているか。

㋐ものづくりについては、高度なものや複雑なものではなく、かいろや簡単なモーターなど、原理や法
則などに対する理解を深め、生徒の創意や工夫が生かせるような製作となるように配慮されている。

㋐１年 p.111（ミョウバンの大きな結晶）、２年 p.56（かいろ）、
p.259（クリップを使ったモーター）など

� (7) 継続的な観察などの充実に
ついて配慮されているか。

㋐生物の行動や成長、気象現象や天体の動きについて、継続的な観測や一定期間の観測、季節を変えて
の定点観測などを適宜行うことができるよう配慮されている。

㋑記録の取り方についての留意点が示されたり、観察や観測をする際の安全への配慮が十分になされた
りしている。

㋐番号�の㋐を参照
㋑１年 p.46（飼育動物を観察する際の安全配慮）、２年 p.153
（気象観測と記録の留意点）、３年 p.122-123（天体の位置
の記録の留意点）、p.118、p.145（夜間の天体観測の際の
安全配慮）など

� (8) 体験的な学習活動の充実に
ついて配慮されているか。

㋐指導時数を考慮したうえで、観察や実験、野外観察などの活動を適切に設定し、体験的な学習を指導
計画に位置づけやすいように配慮されている。

㋑体験的な学習を実施するにあたって教材や指導形態、１単位時間や授業時間の運用などについて創意
工夫をしやすいように配慮されている。

㋒体験的な学習を実施する際の安全への配慮が十分になされている。

㋐全体的に配慮
㋑全体的に配慮
㋒番号�の㋑を参照、１年 p.10（野外での生物観察の安全

配慮）、２年 p.139（反射について調べる際の安全配慮）、
３年 p.72-73（細胞を観察する際の安全配慮）など

� (9) 博物館や科学学習センター
などとの連携について配慮され
ているか。

㋐学習の中で施設や専門家を活用している例を紹介したり、実際に博物館で展示されている標本の例を
紹介したりすることにより、学校外の施設や人材を学習に生かすように工夫されている。

㋑各学年の巻末資料「校外の施設を活用しよう」でそれぞれの地域にある博物館や科学学習センター、
プラネタリウム、植物園、動物園、水族館などの施設の例を示したり、活用を促したりすることで、
それらの施設の活用を指導計画に位置づけられるよう配慮されている。

㋐１年 p.42（骨格標本の紹介）、p.160-161（大型化石の紹介）、
３年 p.275（学校外の施設や人材の活用）など

㋑１年 p.266-267（校外施設の活用）、２年 p.288-289（校外
施設の活用）、３年 p.314-315（校外施設の活用）など

▼番号�の㋔　３年 p.250-251( 自然環境や科学技術と私たちの未来：単元扉 )▼番号�の㋒　３年 p.98-99（遺伝子研究の応用）
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学習指導要領「内容の取扱いについての配慮事項」との関連
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� (1) 科学的に探究する力や態度
の育成について配慮されている
か。

㋐探究を進める中で、観察・実験・観測・実習が適切に位置づけられており、特に第２分野の内容では
野外観察や継続観測を適切に位置づけるなど、自然の事物・現象への直接的な取り組みを通して、自
然の事物・現象をよりよく理解できるように配慮されている。

㋑見通しをもって観察、実験を行うことに資する「仮説を立てる」「計画を立てる」や、得られたデー
タを分析して解釈し、科学的な根拠を踏まえ、論理的な思考に基づいて適切な判断を行うことに資す
る「考察する」が設けられ、主体的な探究を繰り返す中で、科学的に探究する力や態度の育成や科学
の基本的な概念の獲得が段階的に無理なく行えるよう配慮されている。

㋐番号�の㋐を参照、１年 p.13（身近な生物の観察）、
p.128-129（蒸留の実験）、２年 p.84-85（細胞の観察）、
p.244-245（電力と発熱量の関係を調べる実験）、３年 p.123

（太陽の動きの観測）、p.95（遺伝子の伝わり方を調べる実
習）など探究を進める中で行う観察・実験等を豊富に設定

㋑番号❽の㋐を参照

� (2) 生命の尊重と自然環境の保
全について配慮されているか。

㋐生物のつくりとはたらきの精妙さを認識できる観察・実験を豊富に掲載し、生命に対する畏敬の念や
生命を尊重する態度を培えるように配慮されている。

㋑野外で生物等を採集したり観察したりする際に、できるだけ環境に影響を与えないような配慮がなさ
れている。

㋒遺伝子組み換え技術や DNA 増幅技術による作物の品種改良、医療への活用などについて、継続的な
議論が必要な食物の安全性の確保、生命倫理、個人情報の保護などの今日的な課題も意識しながら取
り上げられるように配慮されている。

㋓科学読み物「ハローサイエンス」などで自然環境の保全に関わる話題を積極的に取り上げ、生徒の自
然環境の保全に対する関心が高まるように配慮されている。

㋔各学年の巻頭において、持続可能な開発目標（SDGs）について紹介し、さらに第３学年の最終単元
として「自然環境や科学技術と私たちの未来」を設定し、身近な自然環境の調査などを通して自然環
境と人間の関わりにより、自然界のつりあいがどのような影響を受けるかを考えさせ、中学３年間の
理科で学んだことを集約する中で、総合的に見たり考えたりする機会をつくることで、自然環境の保
全に実際に寄与する態度を育てることができるように配慮されている。

㋐１年 p.55（無脊椎動物の特徴を調べる活動）、２年 p.118-119
（唾液のはたらきを調べる実験）、３年 p.72-73（細胞分裂
の観察）など

㋑１年 p.13（環境復元の注意）など
㋒３年 p.98-99（遺伝子研究の応用）、p.297（情報化社会）、p.298
（医療や農業への応用）など

㋓１年 p.197（ジオパークと世界自然遺産）、２年 p.200（水
や風の恵み）、３年 p.304（生物濃縮）、など

㋔各学年の巻頭④など、p.250-305( 自然環境や科学技術と私
たちの未来 ) 全体を通して表現

� (3) 言語活動の充実について配
慮されているか。

㋐課題を決め、課題に対する仮説や仮説を確かめるための観察・実験の計画などについて自分の考えを
伝え合う場面や、観察・実験の結果を分析し解釈する場面、科学的な概念を使用して考えたり説明し
たりする場面を重視し、言語活動が充実するように配慮されている。

㋑表やグラフをもとに考えたり説明したりする場面を取り上げ、言語活動の充実により考察を深められ
るように工夫されている。

㋐番号�の㋐㋑を参照、全体的に配慮
㋑１年 p.118（エタノールの沸点）、２年 p.69（銅粉と結び

つく酸素の質量）、３年 p.208（物体の運動）など

� (4) コンピュータや情報通信
ネットワークなどの活用につい
て配慮されているか。

㋐学習に役立つ情報をウェブサイトで見ることのできる「まなびリンク」を設けている（教科書紙面の
二次元コードからもアクセスが可能）。「まなびリンク」コンテンツには、器具の使い方動画、専門家
からのメッセージ動画、Web ずかん、既習内容のシートなどがあり、一人一台端末に対応した個別
最適な学びや児童が学びを深めることができるよう工夫がされている。

㋑計測による定量化を行う実験については、読み取った数値を記録できる表が用意されているほか、「ま
なびリンク」コンテンツとして「グラフシート」が用意されており、コンピュータを使用した観察、
実験のデータ処理やグラフ作成などに対応できるように配慮されている。

㋒情報通信ネットワークを活用した、考えの表現や交流、情報の検索の場面を設定したり、継続した計
測が有効な場面で、数値化や視覚化、シミュレーションなどに対応できるようにしたりするなど、Ｉ
ＣＴ機器を利用した学習の質の向上に配慮されている。

㋓各学年の裏表紙では、タブレットパソコン等を使用する際の注意や使うときのルールが記されている。

㋐各学年の巻頭④、１年 p.77（ガスバーナーの使い方）、p.148
（これまでの学習のおさらい）、２年 p.5（Web ずかん）、
p.214（電圧計の使い方）、３年 p.23（要点をチェック）、p.133

（デジタル星座早見）など多数配置

㋑１年 p.252（ばねの伸びの規則性）、２年 p.67（銅粉と結
びつく酸素の質量）、３年 p.227（位置エネルギーの大きさ）
など

㋒２年 p.109（プレゼンテーションソフトの使用）、３年 p.119
（星座早見のアプリの使用）など

㋓各学年の裏表紙に配置した二次元コード「学習者用端末の
使い方」

� (5) 学習の見通しと振り返りに
ついて配慮されているか。

㋐全体として、探究の進め方に基づいた構成とし、学習の見通しをもてるように配慮されている。
㋑考察したことが、設定した課題および自身の仮説と対応しているかを検証する場面を設け、探究の過
程を振り返ることができるように配慮されている。

㋒学習したことをもとに新たな課題を見いだし、その課題について追究する展開が随所に構成されてお
り、振り返りによる深い学びの実現に配慮されている。

㋐番号❽の㋐㋑㋒を参照
㋑番号�の㋐、番号�の㋐㋑を参照
㋒１年 p.214-226（光の屈折→凸レンズ）、２年 p.98-103（光

合成の行われる場所→光合成に必要な物質）、３年 p.143-
157（月の位置と見え方→金星の位置と見え方）など

� (6) ものづくりの推進について
配慮されているか。

㋐ものづくりについては、高度なものや複雑なものではなく、かいろや簡単なモーターなど、原理や法
則などに対する理解を深め、生徒の創意や工夫が生かせるような製作となるように配慮されている。

㋐１年 p.111（ミョウバンの大きな結晶）、２年 p.56（かいろ）、
p.259（クリップを使ったモーター）など

� (7) 継続的な観察などの充実に
ついて配慮されているか。

㋐生物の行動や成長、気象現象や天体の動きについて、継続的な観測や一定期間の観測、季節を変えて
の定点観測などを適宜行うことができるよう配慮されている。

㋑記録の取り方についての留意点が示されたり、観察や観測をする際の安全への配慮が十分になされた
りしている。

㋐番号�の㋐を参照
㋑１年 p.46（飼育動物を観察する際の安全配慮）、２年 p.153
（気象観測と記録の留意点）、３年 p.122-123（天体の位置
の記録の留意点）、p.118、p.145（夜間の天体観測の際の
安全配慮）など

� (8) 体験的な学習活動の充実に
ついて配慮されているか。

㋐指導時数を考慮したうえで、観察や実験、野外観察などの活動を適切に設定し、体験的な学習を指導
計画に位置づけやすいように配慮されている。

㋑体験的な学習を実施するにあたって教材や指導形態、１単位時間や授業時間の運用などについて創意
工夫をしやすいように配慮されている。

㋒体験的な学習を実施する際の安全への配慮が十分になされている。

㋐全体的に配慮
㋑全体的に配慮
㋒番号�の㋑を参照、１年 p.10（野外での生物観察の安全

配慮）、２年 p.139（反射について調べる際の安全配慮）、
３年 p.72-73（細胞を観察する際の安全配慮）など

� (9) 博物館や科学学習センター
などとの連携について配慮され
ているか。

㋐学習の中で施設や専門家を活用している例を紹介したり、実際に博物館で展示されている標本の例を
紹介したりすることにより、学校外の施設や人材を学習に生かすように工夫されている。

㋑各学年の巻末資料「校外の施設を活用しよう」でそれぞれの地域にある博物館や科学学習センター、
プラネタリウム、植物園、動物園、水族館などの施設の例を示したり、活用を促したりすることで、
それらの施設の活用を指導計画に位置づけられるよう配慮されている。

㋐１年 p.42（骨格標本の紹介）、p.160-161（大型化石の紹介）、
３年 p.275（学校外の施設や人材の活用）など

㋑１年 p.266-267（校外施設の活用）、２年 p.288-289（校外
施設の活用）、３年 p.314-315（校外施設の活用）など

番号�の㋐▶
１年 p.42( 骨格標本の紹介 )

▼番号�の㋑　２年 p.288-289( 校外施設の利用 )

7
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観察・実験の扱い
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� 観察・実験の取り上げ方、内容・
程度は適切か。

㋐観察・実験においては、「目的」「準備」「方法」「結果」と細かく項目が示され、生徒が主体的に取り
組めるよう流れがわかる表現がなされている。

㋑観察・実験の内容は、授業時間内に無理なく取り組め、生徒の技能面での習熟も考慮した内容のもの
が選択されている。

㋐全体的に配慮
㋑全体的に配慮

� 観察・実験で取り扱う器具や材
料は入手しやすいものとなって
いるか。

㋐観察や実験で使う器具や材料は、学習効果が高く、全国どこでも入手しやすいものが選ばれている。
㋑別法を提示する場合などは、他の器具や材料も適宜提示され、学校の実態に合わせて取り組めるよう

に配慮されている。

㋐１年 p.24-25（アブラナ、エンドウ、ツツジ）、２年 p.92-93
（ムラサキツユクサ、ツバキ）、３年 p.72-73（タマネギ）
など

㋑２年 p.101（石灰水と BTB 液）、p.225-229（電熱線と抵抗器）
など

� 基礎技能の習得について配慮さ
れているか。

㋐観察や実験で使用する器具や装置の操作、必要となる技能などは、「基礎技能」として本文とは区別
され、囲みの中でわかりやすく図解されている。使用頻度の高いものは全学年に掲載され、前学年ま
でに掲載された基礎技能は、巻末に累積される配慮がなされている。

㋐番号❾の㋒を参照

� 事故防止や環境保全への配慮が
なされているか

㋐全般的な安全指導となる「理科室のきまりと応急処置」が各学年の巻頭に掲載され、理科室における
基本的なルール、ガラス器具や加熱器具の取り扱いなど、安全指導に関する内容が充実している。

㋑使用する主な物質・試薬に関する安全上の注意事項「教科書に記載されている主な物質・試薬の一覧」
が巻末資料として各学年に掲載され、細心の注意が求められる試薬や薬品の扱い方について丁寧な解
説がなされている。

㋒事故防止のため、絶対にしてはいけないことには「禁止」のマーク、特に注意することには「注意」
のマークが付された警告文が記されており、視覚的にも目だつように配慮されている。

㋓気体が発生する実験には「室内換気」、薬品などが目に入る恐れのある実験には「保護眼鏡」、廃液が
出る実験には「廃液処理」の３種類の指示のマークが付されており、安全や環境への配慮が徹底され
ている。

㋐各学年の巻頭 p.2-3
㋑１年 p.273、２年 p.297、３年 p.327
㋒１年 p.224（禁止、注意）、

２年 p.97（禁止、注意）、
３年 p.30（禁止、注意）
など全体的に配慮

㋓１年 p.152（室内換気、廃液処理、保護眼鏡）、２年 p.61（室
内換気、廃液処理、保護眼鏡）、３年 p.72（廃液処理、保
護眼鏡）など全体的に配慮

� (10) 科学技術と日常生活や社会
との関連について配慮されてい
るか。

㋐科学読み物「ハローサイエンス」を中心に、日常生活や社会生活と関連の深い科学技術の成果物を学
習した原理や法則と関連させながら紹介しており、さまざまな原理や法則が科学技術を支えているこ
と、それらが日常生活や社会に深く関わりをもっていることが認識できるように配慮されている。

㋑持続可能な開発目標（SDGs）やそれに関連する内容を取り上げ、持続可能な社会をつくっていくこ
との重要性について認識できるように配慮されている。

㋒各学年の巻頭でさまざまな分野で活躍している専門家を紹介したり、自然の探究の方法そのものが豊
かな人生に役立つことを示したりすることを通して、生徒に理科を学ぶ意義を実感させ、理科の学習
で育成を目指す資質・能力が、さまざまな職業に関連し生かされることに気づけるよう配慮されてい
る。

㋐１年 p.69（新型コロナウイルス）、p.131（石油の分留）、p.219
（光ファイバー）、２年 p.54（製鉄）、p.147（AED）、p.194
（天気予報）、３年 p.98-99（遺伝子研究と応用）、p.222（ク
レーン船による架橋）など

㋑番号�の㋔を参照、１年 p.119（打ち水）、２年 p.201（水
資源）、３年 p.302（持続可能な社会をつくるために）な
ど

㋒各学年の巻頭①～④

禁止注意 室内換気 保護眼鏡 廃液処理

思い出そう

禁止注意 室内換気 保護眼鏡 廃液処理

思い出そう▼番号�の㋐　１年 p.2-3( 理科室のきまりと応急処置 ) ▼番号�の㋑　３年 p.327( 教科書に記載されてい
る主な物質・試薬の一覧 )
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観察・実験の扱い
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� 観察・実験の取り上げ方、内容・
程度は適切か。

㋐観察・実験においては、「目的」「準備」「方法」「結果」と細かく項目が示され、生徒が主体的に取り
組めるよう流れがわかる表現がなされている。

㋑観察・実験の内容は、授業時間内に無理なく取り組め、生徒の技能面での習熟も考慮した内容のもの
が選択されている。

㋐全体的に配慮
㋑全体的に配慮

� 観察・実験で取り扱う器具や材
料は入手しやすいものとなって
いるか。

㋐観察や実験で使う器具や材料は、学習効果が高く、全国どこでも入手しやすいものが選ばれている。
㋑別法を提示する場合などは、他の器具や材料も適宜提示され、学校の実態に合わせて取り組めるよう

に配慮されている。

㋐１年 p.24-25（アブラナ、エンドウ、ツツジ）、２年 p.92-93
（ムラサキツユクサ、ツバキ）、３年 p.72-73（タマネギ）
など

㋑２年 p.101（石灰水と BTB 液）、p.225-229（電熱線と抵抗器）
など

� 基礎技能の習得について配慮さ
れているか。

㋐観察や実験で使用する器具や装置の操作、必要となる技能などは、「基礎技能」として本文とは区別
され、囲みの中でわかりやすく図解されている。使用頻度の高いものは全学年に掲載され、前学年ま
でに掲載された基礎技能は、巻末に累積される配慮がなされている。

㋐番号❾の㋒を参照

� 事故防止や環境保全への配慮が
なされているか

㋐全般的な安全指導となる「理科室のきまりと応急処置」が各学年の巻頭に掲載され、理科室における
基本的なルール、ガラス器具や加熱器具の取り扱いなど、安全指導に関する内容が充実している。

㋑使用する主な物質・試薬に関する安全上の注意事項「教科書に記載されている主な物質・試薬の一覧」
が巻末資料として各学年に掲載され、細心の注意が求められる試薬や薬品の扱い方について丁寧な解
説がなされている。

㋒事故防止のため、絶対にしてはいけないことには「禁止」のマーク、特に注意することには「注意」
のマークが付された警告文が記されており、視覚的にも目だつように配慮されている。

㋓気体が発生する実験には「室内換気」、薬品などが目に入る恐れのある実験には「保護眼鏡」、廃液が
出る実験には「廃液処理」の３種類の指示のマークが付されており、安全や環境への配慮が徹底され
ている。

㋐各学年の巻頭 p.2-3
㋑１年 p.273、２年 p.297、３年 p.327
㋒１年 p.224（禁止、注意）、

２年 p.97（禁止、注意）、
３年 p.30（禁止、注意）
など全体的に配慮

㋓１年 p.152（室内換気、廃液処理、保護眼鏡）、２年 p.61（室
内換気、廃液処理、保護眼鏡）、３年 p.72（廃液処理、保
護眼鏡）など全体的に配慮

今日的課題への対応
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� 基礎学力を確実に定着させるこ
とができるように配慮されてい
るか。

㋐章末など学習の区切りごとに「要点をチェック」を設けて、基礎的な知識の習得をこまめに確認でき
るように配慮されている。

㋑各単元末に「要点と重要用語の整理」「基本問題」「活用問題」を配置し、それぞれの単元で、基礎的・
基本的な知識や技能を確実に習得できるように配慮されている。

㋒各学年末に「学年末総合問題」を配置し、それぞれの学年で、基礎的・基本的な知識や技能が確実に
定着するように配慮されている。

㋐１年 p.35、p.41、２年 p.54、p.71、３年 p.159、p.233 な
ど

㋑１年 p.64-68、２年 p.72-76、３年 p.244-248 など各単元末
に設定

㋒１年 p.262-265、２年 p.284-287、３年 p.310-313

� 情報化社会に対応した学習が効
果的に位置づけられているか。

㋐学習内容の特性を考慮して、印刷物やテレビなどの映像資料、インターネットで得られる情報など、
各種メディアを効果的に取り上げることにより、情報の活用がスムーズに図れるように配慮されてい
る。

㋑学習に役立つ情報をウェブサイトで見ることのできる「まなびリンク」を設け、さまざまな学習場面
でインターネットの情報を活用できるように工夫されている。

㋒コンピュータやタブレット端末のカメラなど、ＩＣＴ機器の効果的な活用例を示し、情報を活用して
学習できるように工夫されている。

㋐１年 p.191-193( 火山の活動や地震による災害に関する情
報 )、２年 p.151-153（気象情報）、３年 p.267（環境の変化
に関する情報）など

㋑内容解説資料本体 p.10-11 参照
㋒１年 p.238-241（音の波形の表示）、

２年 p.183（気象情報の収集）、３年
p.135（動画撮影による記録）など

� 自然保護や生命尊重の態度を育
成するために配慮されている
か。

㋐食材を活用した観察を積極的に扱うなど、生命を尊重する態度が養われるように配慮されている。
㋑生物愛護、生命尊重、環境保全、地球に優しい新技術など、環境教育に関わる内容について、科学読

み物「ハローサイエンス」などで紹介し、生徒が意識を高められるように配慮されている。

㋐１年 p.43（脊椎動物と無脊椎動物）、２年 p.133（動物の
体のつくり）３年 p.253（海中の食物連鎖）など

㋑１年 p.197（ジオパークと世界自然遺産）、２年 p.201（人
間が利用できる水）、３年 p.271（外来種）など

� 自然災害と防災・減災などの内
容は、生徒に配慮され、適切に
扱われているか。

㋐第１学年の火山や地震の学習と第２学年の気象の学習に、それぞれ、「大地の躍動と恵み」「大気の躍
動と恵み」という章を設け、自然災害とその対策を扱うことで、生徒が問題意識をもって防災や減災
の取り組みを理解できるように配慮されている。

㋑特に、第３学年の「自然災害と私たち」では、自分が住んでいる地域で起こりうる災害とその対策に
ついて調べることを促し、学習した内容を自分のこととして捉えられるように工夫されている。

㋐１年 p.190-197、２年 p.196-201
㋑３年 p.274-281

▼番号�の㋑　１年 p.66-67( 基本問題 )▼番号�の㋑　１年 p.64-65( 要点と重要用語の整理 )
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教科書の構成・配列・分量
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� 構成は、教科の特性に配慮され、
系統的に扱われているか。

㋐全体にわたって、学習指導要領に示されている理科の目標および各学年で主に重視する探究の過程に
そって、課題を解決するために必要な資質・能力を育成することができるように、全体が適切に構成
されている。

㋑どの単元（領域）においても、巻頭で示した「探究の進め方」に基づく共通した構成がなされており、
探究的に学習を進められるように配慮されている。　

㋒十分に内容を吟味し、扱いやすい教材で学習を進めることにより、自然についての理解や基本的な技
能、探究の力、自然を愛する心情や主体的な態度が養われるように、全体が適切に構成されている。

㋓単元扉の「学んでいくこと」や章扉の「これまでの学習」で学習の系統を示したり、探究を進める際
に活用したい既習内容を「思い出そう」で示したりして、生徒が系統的に学習を進められるように配
慮されている。

㋐番号❻～�を参照
㋑番号❽の㋐を参照
㋒全体的に配慮
㋓番号�の㋐㋑を参照

� 配列は、地域や学校の実態を踏
まえ、適切なものになっている
か。

㋐季節や気候の影響が大きい観察・実験の時期に配慮したり、前の学習で得られた理解や技能を次の学
習で活用できるようにしたりして、単元の配列が適切に扱われている。

㋑標準的な単元配列を基本としつつ、それぞれの単元は独立した構成がなされており、指導順を組み替
えて、地域や学校の実態に応じた指導計画を立てやすいように配慮されている。

㋐㋑全体的に配慮

� 分量は、学校の実態に合わせて
指導できるようになっている
か。

㋐ゆとりをもって探究的な学習が進められるように、各学年とも所定の年間配当時数の 9割程度の授
業時数で指導できる内容で構成され、内容の程度、分量とも過度な負担にならないように配慮されて
いる。

㋑授業の負担とならないよう、各単元に１～２箇所「疑問から探究してみよう」が設定され、重点的に
探究活動を行うことの期待される部分として目だつデザインが施されている。

㋒発展的な学習内容には「発展」のマークが付され、過度な負担とならないような内容の程度、分量で
上位学年の学習内容が紹介されていて、授業でふれたり、生徒の興味関心に応じて学習させたりする
など、幅広い扱いができるように配慮されている。

㋐全体的に配慮（別表１「年間学習指導計画案」を参照）
㋑番号�の㋑を参照
㋒番号�の㋐を参照
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� 特別支援教育について配慮され
ているか。

㋐探究の過程を統一感あるマークで示し、上から下へ流れるように紙面をレイアウトすることで、ユニ
バーサルデザインの観点からより多くの生徒が順を追って教科書を読めるように配慮されている。

㋑観察・実験については、手順を縦１列に配置して矢印のラインをつけ、手順の文とイラストや写真を
対応させることで、より多くの生徒が容易に読めるように配慮されている。

㋐㋑全体的に配慮

� 人権や福祉への配慮がなされて
いるか。

㋐登場する生徒については、イラスト・写真とも、男女がほぼ均等になるように配慮されている。
㋑全体にわたって、男女の役割を固定することなく、男女が協力し合って活動する姿が表現されている。
㋒外国人の生徒のキャラクターが登場したり、車椅子用のスロープのはたらきを取り上げたりして、さ

まざまな人々とともに生活し、適切な行動ができるように配慮されている。

㋐㋑全体的に配慮
㋒１年 p.15（外国人の生徒）、３年 p.221（車椅子用のスロー

プ）など

� キャリア教育との関連について
配慮されているか。

㋐各学年の巻頭でさまざまな分野で活躍している専門家を紹介したり、科学読み物「ハローサイエンス」
で科学技術と生活との関連を取り上げたりすることにより、学習したことと職業との関わりを意識で
きるように配慮されている。

㋑第３学年の「自然環境や科学技術と私たちの未来」では、環境保全と科学技術を結びつけながら紹介
し、将来の職業が環境とも深く関わっていることに生徒が気づけるように工夫されている。

㋐番号�の㋐㋒、番号❷の㋒を参照
㋑３年 p.250-305

� 他の教科や総合的な学習の時間
との関連が図られているか。

㋐他教科での学習する内容については、「ブリッジ算数」「ブリッジ国語」などのマークを付けて紹介さ
れており、特に算数科・数学科については各学年の巻末資料「理科で使う算数・数学」で扱うなど、
教科間の関連を図りやすいように工夫されている。

㋑理科で使用する用語に関連し、その用語の語源や英語での表現について、「ことば」のマークを付け
て紹介されており、国語科や英語科の学習との関連が図れるように工夫されている。

㋒第３学年の「自然災害と私たち」では、「学びをつなげよう」という場面を設けて、さまざまな教科
で学習した内容をもとに減災・防災について考えられるようにしており、総合的な学習の時間との関
連に配慮がなされている。

㋐１年 p.106（テープ図）、
２年 p.77（宮沢賢治と
元素の色）、３年 p.199

（速さ）など
㋑１年 p.75（かたくり粉）、２年 p.231（抵抗：Resistance）、

３年 p.190（力：Force）など
㋒３年 p.279

� 小学校との接続について配慮さ
れているか。

㋐各単元扉の「学んでいくこと」で学習内容の系統を示したり、各章扉の「これまでの学習」で、その
章の学習内容に関連する既習内容を示したりすることにより、学習の系統を意識できるように配慮さ
れている。

㋑各単元の中に「思い出そう」を適宜配置し、既習内容をもとに仮説や計画を立てられるように配慮さ
れている。

㋐各単元扉に「学んでいくこと」、各章扉に「これまでの学習」
を配置

㋑１年 p.23（植物の体のつくり、花のつくり）、２年 p.249（磁
石の性質、電流がつくる磁力）、３年 p.121（太陽の動き）
など多数掲載

� 高等学校との接続について配慮
されているか。

㋐第３学年の発展的な学習内容を中心に、高等学校以上で扱う内容をわかりやすく示しており、生徒が
高等学校の学習に興味をもてるように工夫されている。

㋐１年 p.177（P 波と S 波）、２年 p.87（細胞の詳しいつくり）、
３年 p.40-41（中和とイオン）、p.211（加速度）など

� 家庭学習について配慮されてい
るか。

㋐各単元末の「要点と重要用語の整理」については、紙面左側に配置された重要用語をノート等で隠す
ことで、一問一答形式で確認できる工夫がなされており家庭学習ができるように配慮されている。

㋑各単元末の「基本問題」「活用問題」と各学年末の「学年末総合問題」については、巻末に解答例が
掲載されており、家庭学習ができるように配慮されている。

㋐各単元末に配置
㋑１年 p.276-277、２年 p.300-301、３年 p.332-333
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教科書の構成・配列・分量
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� 構成は、教科の特性に配慮され、
系統的に扱われているか。

㋐全体にわたって、学習指導要領に示されている理科の目標および各学年で主に重視する探究の過程に
そって、課題を解決するために必要な資質・能力を育成することができるように、全体が適切に構成
されている。

㋑どの単元（領域）においても、巻頭で示した「探究の進め方」に基づく共通した構成がなされており、
探究的に学習を進められるように配慮されている。　

㋒十分に内容を吟味し、扱いやすい教材で学習を進めることにより、自然についての理解や基本的な技
能、探究の力、自然を愛する心情や主体的な態度が養われるように、全体が適切に構成されている。

㋓単元扉の「学んでいくこと」や章扉の「これまでの学習」で学習の系統を示したり、探究を進める際
に活用したい既習内容を「思い出そう」で示したりして、生徒が系統的に学習を進められるように配
慮されている。

㋐番号❻～�を参照
㋑番号❽の㋐を参照
㋒全体的に配慮
㋓番号�の㋐㋑を参照

� 配列は、地域や学校の実態を踏
まえ、適切なものになっている
か。

㋐季節や気候の影響が大きい観察・実験の時期に配慮したり、前の学習で得られた理解や技能を次の学
習で活用できるようにしたりして、単元の配列が適切に扱われている。

㋑標準的な単元配列を基本としつつ、それぞれの単元は独立した構成がなされており、指導順を組み替
えて、地域や学校の実態に応じた指導計画を立てやすいように配慮されている。

㋐㋑全体的に配慮

� 分量は、学校の実態に合わせて
指導できるようになっている
か。

㋐ゆとりをもって探究的な学習が進められるように、各学年とも所定の年間配当時数の 9割程度の授
業時数で指導できる内容で構成され、内容の程度、分量とも過度な負担にならないように配慮されて
いる。

㋑授業の負担とならないよう、各単元に１～２箇所「疑問から探究してみよう」が設定され、重点的に
探究活動を行うことの期待される部分として目だつデザインが施されている。

㋒発展的な学習内容には「発展」のマークが付され、過度な負担とならないような内容の程度、分量で
上位学年の学習内容が紹介されていて、授業でふれたり、生徒の興味関心に応じて学習させたりする
など、幅広い扱いができるように配慮されている。

㋐全体的に配慮（別表１「年間学習指導計画案」を参照）
㋑番号�の㋑を参照
㋒番号�の㋐を参照

表記・表現
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� 文字の大きさ、書体等は適切か。 ㋐本文には、第 1 学年には、13 ポイント相当、第 2 学年、第 3 学年には 12 ポイント相当の大きな文
字が使用され、字間・行間も適切に設定されるなど、小学校からの隔たりを生徒に感じさせないよう
に配慮されている。

㋑タイトルや見出し、課題文、重要用語などの書体は、視覚に訴え、生徒になじみやすい書体を使用す
るように配慮されている。

㋐㋑文字の大きさ、書体の選定等について全体的に配慮

� 文章の表記・表現は適切か。 ㋐本文や生徒が主体的に取り組む観察・実験などは常体で、読み物は、親しみやすい敬体で記述され、
いずれも、中学生に無理なく理解できるように平易で簡潔、正確に表現されている。

㋑中学校の配当漢字については、見開きの初出箇所に読み仮名をつけて使用し、生徒が読みやすいよう
に配慮されている。

㋒重要用語は、太い色文字で強調され、読み仮名をつけるように配慮されている。

㋐㋑㋒全体的に配慮

� 用語、記号、数値の表記・表現
は適切か。

㋐理科用語や記号は、学習指導要領、学術用語集、国際単位系、JIS、計量法などに従って、適切に使
用されている。

㋑示される数値については、理科年表、化学便覧などに従って、正確が期されている。

㋐㋑全体的に配慮

� レイアウトは工夫されている
か。

㋐紙面については、本文と、イラストや写真をバランスよく配置し、大判の紙面を効果的に使い、全体
的にすっきりとした使いやすい印象のレイアウトになっている。

㋑探究の過程「疑問を見つける」「課題を決める」「仮説を立てる」「計画を立てる」「観察する・実験す
る」「考察する」「結論を示す」を統一感あるマークで示し、上から下へ流れるように紙面をレイアウ
トすることにより、生徒にとって学習の流れが見やすいように工夫されている。

㋐㋑全体的に配慮

� キャラクターやマークは効果的
に使われているか。

㋐主体的・対話的な学びのモデルとなる生徒キャラクターや学習を支援する先生キャラクターを効果的
に使用し、探究的な学習を進めることができるように配慮されている。

㋑各学年巻頭のもくじの「この教科書で使われているマーク」で端的に紹介している各種マークを紙面
に効果的に配置し、紙面を読み取りやすいように配慮されている。

㋐㋑全体的に配慮
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しよう

話し
合おう

計算
しよう

活用
しよう

発表
しよう

探究を
振り返ろう

参 考やってみよう チャレンジ



� 挿絵や写真はわかりやすく効果
的に表現されているか。

㋐挿絵は、掲載の意図によって、写実的なものと模式的なものが使い分けられており、生徒の理解が深
まるように配慮されている。

㋑写真は資料性が高く、鮮明なものが選択され、生徒の興味・関心を引き出して学習の効果が高まるよ
うに配慮されている。

㋒大判の紙面のメリットを十分に生かし、見開き表示など、ダイナミックなイラストや写真が豊富に掲
載されている。

㋐㋑全体的に配慮
㋒各単元扉の写真、３年 p.166-167（太陽系の星たち）、

p.172-173（宇宙の広がり）、p.276-277（さまざまな自然災害）
など

� 色覚特性のある生徒への対応が
されているか。

㋐色覚特性への配慮としてイラストの色の組み合わせや配色に工夫が施されており、ＮＰＯ法人ＣＵＤ
Ｏの認証を受けている。

㋐全体的に配慮

印刷・造本
番号 検討の観点 教育出版「自然の探究 中学理科」の特色 具体例

� 印刷は鮮明か。 ㋐紙面の印刷にあたっては、イラスト、写真が正確な色彩で再現され、生徒が親しみやすく、意欲をもっ
て学習できるように、細部にわたって配慮されている。

㋐全体的に配慮

� 紙質は適切か。 ㋐本文用紙には、じょうぶで、発色が引き立つ白色度の高いものが使用されている。また、長時間見て
も疲れないように光沢は抑える配慮がなされている。

㋑薄くて軽く、なおかつ裏写りが少ないものを選定している。

㋐㋑従来よりも軽量な用紙を使用し、生徒の負担にならない
ようにしている。

� 造本上の工夫がなされている
か。

㋐教科書を学年１冊で構成し、生徒が年間の見通しをもって学習を進められるように配慮されている。
㋑ＡＢ変形判を採用し、学習の流れが見やすく、資料性が向上している。
㋒折り込みを使用し「探究の進め方」をいつでも参照できるようにしている。
㋓製本には、強固な接着性と耐久性をもつ接着剤を使用し、針金を使用しない網代綴じを採用して、開

きやすく中央部がよく見えるようにしている。

㋐㋑㋒㋓全学年で配慮

� 耐久性を考慮し堅牢な造本がな
されているか。

㋐表紙には、じょうぶな紙を使用しており、表面に特別な加工を施すことで、汚れにくく、耐久性が向
上するように配慮している。

㋑１年間の使用に十分耐えられる堅牢な造本がなされている。

㋐㋑全学年で配慮

� 印刷・造本に関して、環境への
配慮は十分にされているか。

㋐印刷には、植物油インキや再生紙を使用し、地球環境への配慮がなされている。
㋑製本は、紙のリサイクルを行いやすいように、針金を使用しない網代綴じを採用している。

㋐㋑全学年で配慮

▼番号�の㋒　３年 p.276-277（さまざまな自然災害）▼番号�の㋒　２年 p.6-7( 単元扉の写真の例 ) ▼番号�の㋒　３年 166-167（太陽系の星たち）
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